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論文 3 編を含む参考論文 8 編を添えて長崎大学大学院生産科学教授会博士（工学）
の学位を申請した。 
 長崎大学大学院生産科学研究科教授会は、これを平成 18 年 12 月 20 日の教授会
に付議し、受理を決定後、上記の審査委員を選定した。審査委員は、主査を中心に
論文内容について慎重に審議し、公開論文発表会での発表を行わせるとともに口頭




















 第 4 章では三相交流電圧における高調波電流を抑制する新しい回路を提案した。
提案回路では、三相入力線に昇圧用リアクトルを挿入し、整流ブリッジ回路の各ア
ームのローサイド整流素子と並列にスイッチング素子を接続し、昇圧リアクトルの
電流が不連続になるように各素子を同一のパルス幅をもつ制御信号で駆動する。こ
のような簡単な回路で、高調波抑制が可能となる。また、従来のハイサイドスイッ
チの駆動が不要となり、制御回路及び駆動回路が簡素化され、大幅に改善できるこ
とが試作実験により確認された。 
 以上のように、本論文は単相及び三相の交流電源を使用する情報通信機器用のス
イッチング電源及び DC-DC スイッチング電源において交流入力電流の高調波低減
と電力効率の向上を実現し、すでに実用化されたものもある。以上の研究成果は電
子通信分野の進歩発展に貢献するところ極めて大であり、博士（工学）の学位に値
するものとして合格と判定した。 
  
 
 
  
 
 
